
水素社会実現に向けたJH2Aの取り組み

一般社団法人 水素バリューチェーン推進協議会（JH2A）田口 悦司
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水素の利活用による交通分野の脱炭素化/パネルディスカッション資料
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水素モビリティを取り巻く状況
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CN達成に向けて：水素への期待

出典：経済産業省HP「第1回モビリティ水素官民協議会資料(2022/9/8)」に吹き出し追記

再エネ由来の電気による置換が難しい、或いは電化だけ
では対応しきれない領域に対しての活用が期待
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出典：分野別投資戦略(ver.2) (案) 内閣官房GX実行推進室 2024年12月26日
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出典：分野別投資戦略(ver.2) (案) 内閣官房GX実行推進室 2024年12月26日
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出典：分野別投資戦略(ver.2) (案) 内閣官房GX実行推進室 2024年12月26日



6出展：経済産業省「モビリティ水素官民協議会（第7回）資料『燃料電池商用車普及拡大に向けた重点地域選定の進め方と支援の方向性について』」, 2025年1月16日



7出展：経済産業省「モビリティ水素官民協議会（第7回）資料『燃料電池商用車普及拡大に向けた重点地域選定の進め方と支援の方向性について』」, 2025年1月16日



8出展：経済産業省「モビリティ水素官民協議会（第7回）資料『燃料電池商用車普及拡大に向けた重点地域選定の進め方と支援の方向性について』」, 2025年1月16日
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JH2Aの概要
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課 題

水素の需要創出1

技術革新によるコスト削減２

事業者に対する資金供給３

水素社会構築を加速させるための課題

輸送機器、発電等のエネルギー、
化学・鉄鋼等の非エネルギー

技術革新による製造、輸送、貯蔵等の
コスト削減

需要拡大とコスト削減を同時に
推進するために必要

上記３点の課題を解決するために、横断的な団体としてJH2Aを設立

JH2A 設立の背景



JH2A概要 【団体概要】
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パーパス
水素で創る豊かな地球

～変幻自在で自然に優しい水素の力を世界に届ける～

団体名 一般社団法人 水素バリューチェーン推進協議会（略称：JH2A）

共同会長

内山田 竹志 トヨタ自動車㈱ Executive Fellow

國部 毅   ㈱三井住友フィナンシャルグループ 取締役会長

牧野 明次  岩谷産業㈱ 代表取締役会長兼CEO

設立 2022年4月1日

理事企業

会員 475企業/団体 (2025年1月時点)

25

企業



12

JH2A 各委員会での主な活動例について

事業化委員会

規制委員会

渉外委員会
CO2-free
委員会

金融委員会

⚫ “水素ファンド”の設立
⚫ 政策連携
⚫ 情報交換・発信

⚫ ISO/GHG規格策定
⚫ 各種認証制度の構築支援
⚫ IPHE等との連携

⚫ 各種制度設計・規制緩和・予算獲得への支援
⚫ 国内外の関係団体との連携創出・強化
⚫ 一般を含む幅広い層への認知拡大

⚫ 規制課題の抽出・分類、対
応戦略・ロードマップ等の策定

⚫ 規制適正化／国際標準化
への取り組み支援

⚫ 新規プロジェクト案件形成
⚫ 業界横断的テーマに対する取り組み
支援（制度設計への反映や政策提
言等を含）



日本の低炭素水素バリューチェーン
～つくる、はこぶ、ためる、つかう～
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「つくる」
取り組み



「つくる」:主な低炭素水素製造法
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他に、バイオガス改質、
廃プラスチック熱分解、
副生水素等



低炭素水素 炭素集約度基準値の検討
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低炭素水素供給 JH2Aの取り組み例①「炭素集約度基準値検討」

国際動向とJH2Aメンバー各社が取り組むサプライチェーンに鑑み、
低炭素水素の炭素集約度基準値目標「～3.4kgCO2e/kgH2」を提案。
@2022/11/16 水素政策小委員会

国際動向*を注視し、経
済・環境両面での国際競争
力で劣後することのないよう、
検討を継続。

*各国基準値例
米国:4.0kgCO2/H2kg
韓国:4.0kgCO2/H2kg
EU:3.4kgCO2/H2kg

出典:2022/11/16
水素政策小委員会
JH2Aプレゼン資料



低炭素水素にかかわる国際標準化活動
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国際商品である低炭素水素に関する国際標準化活動を展開中。
現在は、低炭素認証に必要な炭素集約度算定法のISO化に取り組んでいる。

併せて、算定法を適用する低炭素水素認証制度も、IEA等での議論に参画。

炭素集約度、認証制度と共に、それ以外の水素関連の標準化にも取り組み、日本主導を図る。

<ISO 炭素集約度算定法 取り組み状況>

・2022年 12月、TC197 (水素技術専門委員会) のもとに 「大規模水素利用」を想定したSC01 (分科
会) を組成、 最初の標準化活動としてWG01(炭素集約度算定法)を組成。

・日本は、エキスパート (交渉役)9 名*によるチームジャパンを派遣。
*HySUT、産総研、川崎重工、千代田化工、ENEOS、東芝、JH2A

・炭素集約度算定方法規格”19870”
2023年12月、TS(技術仕様書)完成、@ウィーン。

・引き続きIS(本標準)化を目指して活動中、2025年完成予定。
2024年3/4～3/5、東京にて日本主催の国際会議を開催

低炭素水素供給 JH2Aの取り組み例②「国際標準化」

ウィーン会議

東京会議
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「はこぶ～ためる
～つかう」
取り組み



「はこぶ、ためる」:主な輸送、貯蔵方法
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*MCH :メチルシクロヘキサン、水素輸送媒体。トルエンに水素を付加した液体。
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発電に続く大型需要として期待される商用車*向けサプライチェーンの検討に着手。
*需要側での脱炭素化が困難な分野の一つ。分散型コジェネや農機・建機などの分野も検討中

<検討例> 
 商用車ST
設置エリア案

商用車向けサプライチェーンの最適化検討
低炭素水素供給・利用 JH2Aの取り組み例③
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需要見通しに基づき、水素パイプラインのグランドデザインも含む、国内サプライ
チェーンの構築・拡充のシナリオを検討中。

<シミュレーション検討例*>

国内水素サプライチェーンの最適化検討
低炭素水素供給・利用 JH2Aの取り組み例④
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本資料はシミュレーションツールの機能を説明する資料であり、結果の妥当性を確保したものではありません

水素エネルギーフロー図（2040年想定） 輸送手段別 輸送量集計（2040年想定）
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バリューチェーン
分野横断の
取り組み



大量供給・利用の重点課題 規制委員会SWG
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低炭素水素供給・利用 JH2Aの取り組み例⑤



水素ファンド
2023年3月24日「水素普及に向けた投資ファンドの検討開始」プレスリリース
2023年11月2日「水素ファンド設立に向けた協業の合意」プレスリリース
2024年9月12日「水素ファンドにおけるファーストクロージングの完了について」プレスリリース
2025年1月17日「Japan Hydrogen Fundによる第1号案件への投資実行について」プレスリリース

Japan Hydrogen Fund GP, Inc.（以下「GP」）は、一般社団法人水素バリューチェーン推進協議会（以下「JH2A」）と株
式会社アドバンテッジパートナーズ（以下「AP」、グループ会社を含めて「AP グループ」）の相互協力の下で設立を目
指しておりました水素関連分野への投資に特化したファンド（以下「本ファンド」）に関し、投資家様より4億ドル超の出
資約束を得て、2024年8月27日付でファーストクロージング（以下「本クローズ」）を完了したことをお知らせ致します。
なお、本ファンドの組成に際して三菱UFJモルガン・スタンレー証券株式会社が私募の取扱業務を担いました。

本クローズにリミテッド・パートナーとして出資約束をされた主要な投資家様には、（順不同にて）トヨタ自動車株式会
社様、岩谷産業株式会社様、株式会社三井住友銀行様、株式会社三菱UFJ銀行様、東京センチュリー株式会社様、株式会社
脱炭素化支援機構様、トタルエナジーズ様、株式会社福岡銀行様が含まれます。

本クローズにより、本ファンドは投資活動までを含めた全てのファンド事業を開始します。GPは本ファンドの運営主体と
して、①投資アドバイザリー業務及び運営業務サポートを提供するAPグループ、②協議会活動や448社・団体に上る会員
企業との連携を促進するJH2A、並びに、③ファンド管理サービス及びサステナブル投資・日本裨益性評価の提供を行う三
井住友DSアセットマネジメント株式会社（以下「三井住友DS」）の三者の協力の下、ファンド事業を推進して参ります。
<後略>

2024年9月12日プレスリリース抜粋

低炭素水素供給・利用 JH2Aの取り組み例⑥
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2022/Sep New Zealand Hydrogen Council

2022/Oct ASOCIACIÓN 

ESPAÑOLA DEL HIDROGENO

2022/Oct H2 Korea

2023/Mar Norwegian Hydrogen Forum 2023/Mar Canadian Hydrogen 

and Fuel Cell Association

2023/Jun Australian Hydrogen Council

2023/Dec

Hydrogen Association of India

2024/Apr Vietnam ASEAN 

Hydrogen Club

2024/Jun H2 Global
2024/Jun Hydrogen Europe 2024/Jul

Fuel Cell and Hydrogen

Energy Association

2024/Jul

Center for 

Houston’s Future

2024/Dec

Hydrogen Thailand Association

低炭素水素供給・利用 JH2Aの取り組み例⑦

各国水素協議会とのMOU締結

2025/Feb

Hydrogen and Fuel Cell Association 

of Singapore



普及・啓発
低炭素水素供給・利用 JH2Aの取り組み例⑧

2023/3/16・17
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会員サービス ビジネスマッチング

低炭素水素供給・利用 JH2Aの取り組み例⑨

会員企業B

うちにはこの需要セクターに販
売網をもっている。

内容
イメージ

会員各社の紹介したい自社商品または会員ニーズをJH2Aのホームページを利用し掲載する。
JH2Aがプラットホームになり会員間商談機会を提供する。
必要に応じて、JH2A事務局が会員間との初回面談時に同席を行い、サポートを行う。

JH2Aプラットフォーム(仮)

JH2A 
ホームページ

ビジネス紹介シートを基に（例）

・企業情報
・PJ実績
・ケーススタディ
・トピックス 等

※企業検索機能やニーズ機能など
 機能拡充予定

会員企業A

この製品を販売したい。
ただ、うちには販売網がないな・・ 情報登録 情報登録

情報閲覧 情報閲覧

目的 会員間のビジネス・技術の交流促進をして会員サービスを向上させる。

うちの製品のこの技術をあの
会員企業に提案したい。

こんな製品があったら、水素
市場の構築ができるのに・・

B2Bビジネスマッチングを対象。会員間のため安心いただける。ただし、一方的な売込みになる「問合せ」はご遠慮いただく旨を明記。 27



〒100-6036
千代田区霞が関3丁目2-5
霞が関ビルディング 36F
WORK STYLING

オフィス所在地

E-Mail: contact@jh2a.jp

連絡窓口

会員区分・会費

会員区分 対象 権利・義務 入会費 年会費

理事会員

事業会社

• 理事・監事を選出可能

• 社員総会、理事会、ステコミ、及び委員会への参加
50万円 450万円

一般会員 • 社員総会、及び各委員会への参加 30万円 50万円

賛助会員 • セミナー参加、及び調査レポート等へのアクセス 30万円 20万円

特別会員
大学、自治体

業界団体
• 委員会等への参加 なし なし

ご清聴ありがとうございました。 28

mailto:contact@jh2a.jp
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